
貢
姫
没
後
　
年
記
念

貢
姫
没
後
　
年
記
念

後
　
年
記
念

100100100

のの
長
女

の

みつひめみつひめひめ

11.27 1.月 土
2017

開館時開館時間：午前：午前９時９時３０分～午後４時　入館入館料：３０３００円（小学生以下は（小学生以下は無料）
休館日：日曜・祝日・年末年始休館日：日曜・祝日・年末年始（12月292月29日～1月31月3日） ※1月141月14日（日）は開館開館
会場：徴古会場：徴古館（佐賀市松佐賀市松原２原２丁目５-２２／佐賀中央郵便佐賀中央郵便局 東隣）                  主催：公益財団法人鍋島報效会主催：公益財団法人鍋島報效会 ＊本展の一部は、佐賀市の平成29年度 徴古館を活＊本展の一部は、佐賀市の平成29年度 徴古館を活かしたまちづくりかしたまちづくり推進事業の助成を受推進事業の助成を受けています。けています。



URLURL
 http://www.nabeshima.or.jphttp://www.nabeshima.or.jp
info@nabeshima.or.jpinfo@nabeshima.or.jp

（0（095952）23-3-42420000（公益財団法人鍋島報效会）（公益財団法人鍋島報效会）

交通交通アクセスセス

お問い合わせお問い合わせ

無料駐車場あります

ご利用案内ご利用案内
300300円
（小学生以下は無料）　（小学生以下は無料）　

日曜日曜・祝日祝日
年末年年末年始

9：9：30―16：6：0000
￥

休

長崎自動車道 佐賀大長崎自動車道 佐賀大和Ｉ.Ｃ和Ｉ.Ｃ.から、市街方面へ、市街方面へ
車で車で約２０分
佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の
各バスで各バスで「県庁前」または「佐嘉神社」下車「県庁前」または「佐嘉神社」下車
ＪＲ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩Ｒ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩約２０分

企画展を５回観覧できる
とってもお得な年間パスカード
販売中！（1枚 1,000円）
※誰とでも共有OK!!
※2018年3月迄有効

本格的な香木の香りを楽しむ本格的な香木の香りを楽しむ
ことができる、徴古館の新春ことができる、徴古館の新春恒
例イベント。今年は源氏物語の例イベント。今年は源氏物語の
宇治十帖ゆかりの名所を香りで宇治十帖ゆかりの名所を香りで
楽しむ組香「宇治名所香」楽しむ組香「宇治名所香」を行いを行い
ます。雅な遊びを楽ます。雅な遊びを楽しめる装いる装い
でお出かけ下さいでお出かけ下さい。お着物でのお着物での
ご来場は大歓迎です。ご来場は大歓迎です。

平成30年 平成30年 1月14日1月14日(日)(日) 10時～/11時～/13時～/14時～  
場所：場所：徴古館 2階フロア　　　　定員：館 2階フロア　　　　定員：各回20名各回20名
お点前：椛島 禅お点前：椛島 禅徹先生（志野流香道九州松隠先生（志野流香道九州松隠会）・佐賀香遊会佐賀香遊会
参加費：2,0参加費：2,000円（円（企画展もご覧いただけまもご覧いただけます／抹茶付き）

第9回 香道体験会9回 香道体験会
「初春の香りを楽しむ」「初春の香りを楽しむ」 要事前予約

17歳で川越藩主松平家に嫁ぐ
17歳で川越藩主松平直侯公に嫁いだ貢姫。「黒漆塗葵17歳で川越藩主松平直侯公に嫁いだ貢姫。「黒漆塗葵
紋杏葉紋散重箱」では、交互に配された家紋が両家の紋杏葉紋散重箱」では、交互に配された家紋が両家の
ご縁を示しています。ご縁を示しています。

武家女性の嗜み。ハンドメイド小物
懐紙などを入れて携帯するための「紙挟」。隅々にまで施され懐紙などを入れて携帯するための「紙挟」。隅々にまで施され
た華やかで繊細な装飾も貢姫自身によるお手製です。た華やかで繊細な装飾も貢姫自身によるお手製です。

貢姫が雅楽を始めたとき、直正公は喜んで「笙や笛の楽譜を貢姫が雅楽を始めたとき、直正公は喜んで「笙や笛の楽譜を
貸しますよ」「習得するのには時間がかかりますよ」とアド貸しますよ」「習得するのには時間がかかりますよ」とアド
バイスをする手紙を送っています。また、和歌や書画に関しバイスをする手紙を送っています。また、和歌や書画に関し
ても貢姫は数々の著名人のお手本を入手して嗜みを深め、ても貢姫は数々の著名人のお手本を入手して嗜みを深め、
才色兼備の姫君でした。才色兼備の姫君でした。

暮らしの彩り
牡丹や藤、菊の花々の刺繡牡丹や藤、菊の花々の刺繡
や鹿子絞が施された華やかや鹿子絞が施された華やか
な打掛。な打掛。
古写真の中で貢姫が羽織っ古写真の中で貢姫が羽織っ
ている打掛自体は伝来してている打掛自体は伝来して
いませんが、類似するデザいませんが、類似するデザ
インの本品と同様に華やかインの本品と同様に華やか
であったと思われます。であったと思われます。

雅楽や和歌、書画にも才能を発揮！

Facebookも
更新中！
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父・直正公からの
自筆の手紙

貢姫宛ての手紙の中では、蒸気貢姫宛ての手紙の中では、蒸気
軍艦を手に入れた喜びを素直に軍艦を手に入れた喜びを素直に
吐露していたり、露していたり、江戸で疱瘡が江戸で疱瘡が
流行していることを知流行していることを知り再度の再度の
予防接種を種を勧めたりと、教育・財教育・財政・
軍事改革で知られる幕末の名君軍事改革で知られる幕末の名君
直正公直正公の、愛娘を愛娘を想う父親としてのての
一面を垣間見一面を垣間見ることができます。ます。
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企画展企画展
「没後150年50年
草場佩川草場佩川」
12/22（金（金）
        　        　～2/4（日）（日）
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↑ 佐賀駅
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市村記念体育館市村記念体育館
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北

徴古館所蔵の
佐賀城下絵図を
ベースにした

歴史まち歩きマップを
徴古館でも
配布しています

（佐賀市都市デザイン課  発行）

公 ×
交番

〒
駐車場
あります

佐賀市松原２-５-２２県庁前県庁前 郵便局前郵便局前

佐賀城本丸前佐賀城本丸前

佐嘉神社角佐嘉神社角

赤松小学校前赤松小学校前

松原二丁目松原二丁目

 天保期の本丸御殿を忠実天保期の本丸御殿を忠実
に復元。常設展示ありに復元。常設展示あり。

Ｐ

県立佐賀城県立佐賀城
本丸歴史館本丸歴史館

栄城橋栄城橋
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